
刺
客
列
伝

「
荊
朝
」
の
「
秦
王
環
柱
而
走
」

!
高
校
教
室
か
ら
の
疑
問
点
i

を
ど
う
読
む
べ
き
か

成
の
太
子
丹
の
~
鉱
山
命
を
お
び
て
強
霞
秦
に
潜
入
し
、
秦
王
政
の
命

を
脅
か
し
た
荊
柄
。
そ
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
は
、
色
と
り
ど
り

の
英
雄
た
ち
が
ひ
し
め
く
『
史
記
』
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
激
烈
な

光
を
放
っ
て
い
る
。
高
等
学
校
の
十
日
典
の
教
科
書
に
し
ば
し
ば
採
録

さ
れ
、
論
一
千
百
年
後
の
日
本
の
生
徒
た
ち
の
絢
を
打
つ
襲
撃
な
教
材

で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
教
材
を
何
度
か
扱
っ
た
が
、
扱
う
た
び
に
古

典
の
持
つ
偉
大
な
力
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
。
普
段
は
漢
文
に
拒
絶

反
応
を
示
す
生
徒
た
ち
も
、
い
つ
し
か
荊
栴
の
運
命
を
自
分
に
引
き

寄
せ
て
、
作
品
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
く
。
授
業
中
、
八
十
偲
の
織

が
吸
い
付
く
よ
う
に
一
斉
に
前
を
向
く
瞬
間
が
あ
る
つ
現
代
の
生
徒

た
ち
に
も
「
あ
る
向
か
」
が
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
。
人
間
の
生
き
万
は
無
数
に
あ
る
が
、
そ
の
最
も
壮
絶
な
も
の
の

つ
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
の

安

典

世

lL 

さ
て
、
荊
輯
伝
の
中
で
、
生
徒
た
ち
が
特
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
の

は
、
何
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
地
問
問
か
ら
七
首
、
が

現
れ
、
そ
れ
を
つ
か
ん
だ
荊
軒
の
最
初
の
ご
撃
が
、
そ
れ
で
秦
王
の

袖
を
断
ち
、
そ
の
後
、
秦
王
が
逃
げ
ま
ど
う
部
分
で
あ
る
。
筆
者
は

こ
の
場
語
に
し
ば
ら
く
前
か
ら
…
つ
の
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
以
下

に
原
文
及
び
欝
き
下
し
文
を
あ
げ
、
そ
の
疑
問
点
を
示
し
て
い
き
た

'ト
V

(16) 

間
在
手
把
秦
一
ム
ム
之
袖
、

自
引
市
起
、
袖
絡
。
抜
剣
、
剣
ノ
長
、

剣
限
点
、
故
不
可
立
抜
。
荊
軒
逐
秦
玉
、

組
不
意
、
尽
失
控
ハ
度
。
市
秦
法
、

諸
邸
中
執
兵
皆
様
殿
下
、



得
仁
。
万
急
時
、
一
小
及
沼
下
兵
、
以
故
荊
朝
乃
逐
秦
一
王
。

無
以
撃
料
、
出
以
手
共
捧
之
。
建
時
侍
医
一
度
無
尽
以
北
ハ
所
奉
薬
難
提

稿
料
也
。
秦
芝
方
環
柱
走
、
卒
憶
急
、
不
知
所
為
、
左
右
乃
白
、

「
王
負
剣
!
」
負
剣
、
遂
抜
以
撃
荊
制
、
断
其
左
股
。
荊
絢
廃
、
乃

引
批
ハ
じ
首
以
描
秦
王
、
不
中
、
中
鍛
柱
。
秦
王
複
撃
刺
、
科
被
八
説
。

純
白
知
事
不
就
、
侍
一
柱
部
笑
、
箕
路
以
罵
日
、
「
事
所
以
不
成
者
、

以
欲
生
劫
之
、
必
得
約
契
以
報
太
子
也
J

於
楚
在
七
既
前
殺
軒
、

(l) 

(
底
本
:
中
華
書
崩
襟
点
本
明
史
記
』
)

秦
王
mm
を
発
き
、
関
窮
ま
り
て
七
首
売
は
る
。
岡
山
り
て
左
手
に
秦

王
の
袖
を
把
り
、
右
手
に
じ
首
を
持
ち
て
之
を
揺
す
。
未
だ
身
に
査
一

ら
ず
、
秦
五
態
き
、
自
ら
引
き
て
起
ち
、
袖
総
ゆ
。
剣
を
抜
く
も
、

剣
長
く
、
抵
ハ
の
室
を
操
る
。
時
に
懐
急
し
、
斜
塔
く
、
故
に
立
ち
ど

こ
ろ
に
抜
く
べ
か
ら
ず
。
荊
刺
秦
王
を
逐
ひ
、
①
秦
王
柱
を
環
り
て

剥
糾
勾
i

群
民
皆
拷
き
、
卒
か
に
起
こ
る
こ
と
意
は
明
さ
れ
ば
、
尽
く
其

の
度
を
失
ふ
。
罰
し
て
秦
の
法
、
群
間
以
の
殿
上
に
侍
す
る
者
尺
す
の

兵
を
持
す
る
を
得
ず
。
諸
郎
中
兵
を
執
り
て
皆
穀
下
に
練
し
、
認
召

荷
る
に
非
ざ
れ
ば
上
る
を
得
ず
。
急
な
る
時
に
方
た
り
、
下
の
兵
を

召
す
に
及
ば
ず
、
故
を
以
て
稿
朝
乃
ち
秦
王
を
逐
ふ
っ
揺
れ
ど
も
卒

か
に
慢
急
し
て
、
以
て
靭
を
撃
つ
無
く
し
て
、
手
を
以
て
共
に
之
を

捧
つ
。
回
一
応
の
時
侍
医
一
愛
無
且
其
の
奉
ず
る
所
の
薬
議
を
以
て
荊
絢
に

縫

っ

。

て

造

る

倒

卒

か

に

偉

急

し

て

、

為

す

所

を

知

ら

ず

、

は

く

、

「

王

鰯

を

負

へ

!

」

と

。

剣

を

魚
ひ
、
遂
に
抜
き
て
以
て
荊
柄
を
撃
ち
、
其
の
芹
一
般
を
断
つ
。
荊
軒

嬉
し
、
乃
ち
其
の
じ
首
を
引
き
て
以
て
秦
主
に
櫨
つ
も
、
中
た
ら
ず

し
て
、
③
鍬
樹
山
刑
制
引
司
i

秦
王
復
た
軒
を
撃
ち
、
軒
八
創
を
被
る
。

籾
自
ら
事
の
就
ら
ざ
る
を
知
り
、
④
側
同
儒
引
刀
剣
別
、
箕
路
し
て

以
て
罵
り
て
日
は
く
、
「
事
の
成
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
生
き
な
が

ら
に
し
て
之
を
劫
か
し
、
必
ず
約
契
を
得
て
以
て
太
子
に
報
ぜ
ん
と

欲
す
る
を
以
て
な
り
J

と
。
是
に
於
い
て
左
右
銃
に
前
み
て
靭
を

殺
し
、
秦
王
恰
ば
情
さ
る
こ
と
良
久
し
。

(17) 

傍
線
を
つ
け
た
部
分
は
、
「
柱
」
が
出
て
く
る
部
分
で
あ
る
。
そ

れ
ほ
ど
長
く
な
い
文
章
の
中
に
、
四
箇
所
も
登
場
し
て
い
る
。
特
に

最
初
の
二
つ
は
、
「
秦
王
環
柱
部
走
」
「
秦
王
方
環
柱
走
」
と
ほ
ぼ
荷

じ
表
現
、
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
柱
を
環
り
て
走
る
」
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
実
は
一
定
し
て
い

な
い
。
手
に
入
り
や
す
い
解
説
蓄
を
見
て
も
、
こ
こ
の
解
釈
が
あ
い

ま
い
な
の
で
あ
る
。

岩
波
文
庫
の
明
史
記
列
伝
(
二
〉
』
(
小
川
環
樹
・
今
藤
真
・
福
島

吉
彦
一
九
七
五
年
)
は
、
①
を
「
薬
王
は
柱
を
ま
わ
っ
て
逃
げ

た
J
、
②
を
「
秦
王
は
な
お
柱
を
ま
わ
っ
て
逃
げ
ま
わ
っ
た
。
」
と



解
釈
し
て
い
る
つ
筑
摩
書
房
の
明
世
話
汁
文
学
大
系
史
記
』
(
小
竹

文
夫
・
小
竹
武
夫
一
九
六
二
年
)
で
は
、
①
を
「
王
は
柱
を
め
ぐ

っ
て
走
っ
た
。
」
、
②
を
「
秦
王
は
な
お
柱
を
め
ぐ
っ
て
走
り
、
お
そ

れ
で
為
す
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

明
徳
出
版
社
の
『
中
間
古
典
新
書
史
記
』
(
福
島
中
部
一
九
七

二
年
)
や
平
凡
社
の
判
中
国
古
典
文
学
大
系
史
記
(
中
)
』
(
野
口

定
男
一
九
六
九
年
)
、
朝
自
新
聞
社
の
『
中
盤
古
典
選
史
記

春
秋
戦
闘
篇
』
(
田
中
謙
一
了
一
海
知
義
一
九
六
六
年
て
大
修
館

書
応
の
司
史
記
の
事
典
b

(

青
木
五
郎
・
中
村
嘉
弘
二

O
O
二
年
)

な
ど
を
み
て
み
た
が
、
ど
れ
も
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
で
あ
っ
た
。

一
方
、
明
治
官
官
践
の
司
新
釈
漢
文
大
系
史
記
列
伝
二
』
(
水
沢

和
忠
一
九
九
一
一
一
年
)
は
、
①
を
「
秦
王
は
柱
を
め
ぐ
っ
て
逃
げ
る
」
、

②
を
「
秦
王
は
な
お
も
宮
殿
の
樹
列
似
闘
刻
刻

q寸
寸
夢
中
で
逃
げ

続
け
て
い
た
」
(
傍
線
は
筆
者
)
と
訳
出
し
て
い
る
つ

な
お
、
こ
の
場
面
は
司
十
八
史
略
』
春
秋
戦
闘
に
も
採
ら
れ
て
い

る
た
め
、
参
考
の
た
め
に
雄
認
し
て
み
た
。
(
明
史
記
』
で
二
民
登
場

し
た
「
環
柱
」
は
「
十
八
史
略
」
で
は
一
犯
に
な
っ
て
い
る

9

原
文

は
「
料
遂
之
、
環
柱
走
」
。
)
す
る
と
、
角
川
害
届
の
『
鑑
賞
中
間
の

古
典
十
八
史
絡
』
(
竹
内
弘
行
一
九
八
九
年
)
は
、
「
荊
軒
は

追
っ
た
。
(
宮
殿
の
)
柱
を
巡
っ
(
て
追
い
つ
追
わ
れ
つ
に
な
っ
)
た
ぷ
、

明
治
欝
院
の
明
新
釈
漢
文
大
系
十
八
史
路
上
』
(
林
秀
一
九

六
七
年
)
は
、
「
軒
は
王
を
追
い
か
け
た
。
二
人
は
柱
の
周
期
間
を
ぐ

ぶ
寸
制
定
り
廻
っ
た
っ
」
と
解
釈
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、
一
つ
の
疑
問
が
う
か
び
あ
が
る
。

果
た
し
て
こ
の
「
柱
」
は
「
一
本
の
柱
」
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
「
複
数
の
柱
:
:
柱
列
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
司
新
釈
漢
文
大
系
列
伝
二
』
に
は
、
「
柱
列
」
と
は
っ
き
り
書
い

で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
地
の
解
釈
で
は
、
柱
の
数
や
状
況
法
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
秦
王
が
逃
げ
ま
ど
っ
た
の
が
、
「
柱
列
の
間
」

と
す
る
の
と
コ
本
の
柱
」
と
考
え
る
の
で
は
、
読
み
取
れ
る
光
景

が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(18) 

こ
の
問
題
を
考
え
る
あ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試

み
た
。
ま
ず
、
司
史
認
』
の
代
表
的
な
註
釈
で
あ
る
三
注
な
ら
び
に

『
吏
記
会
詑
考
託
加
を
縫
認
し
た
が
、
「
環
柱
」
に
つ
い
て
は
、
特
別

怠
記
述
は
な
い
。
司
史
的
礼
会
設
考
証
校
補
ム
ハ
b

(

一
九
五
九
年
)
に
は
、

『
校
刊
史
記
築
解
索
路
正
義
礼
記
h

が
引
用
さ
れ
、
「
旧
制
約
秦
王
字
不

蓋
此
時
輯
与
泰
壬
皆
環
柱
部
走
也
。

(
m
m
刻
秦
王
の
字

ら
く
は
遅
れ
な
ら
ん
。
慈
し
此
の
時
制
と
秦
王
と
は

走
る
な
り
つ
ご
と
い
う
記
述
、
が
あ
る
が
、
柱
の
周
り

の
二
人
が
め
ぐ
っ
て
逃
げ
た
、
と
当
た
り
前
の
ζ

と



が
書
い
て
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
も
牲
の
状
況
の
答
え
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
今
日
の
一
般
的
な
訓
読
の
慕
に
な
っ
た
と
い
う
江
戸
時
代
の

メ
ゲ

和
刻
本
『
史
記
一
許
林
』
八
尾
版
は
「
柱
ヲ
環
テ
」
と
読
ん
で
お
り
、

ま
た
、
明
治
初
年
に
山
似
た
鶴
牧
版
も
、
「
環
柱
」
を
「
柱
ヲ
環
テ
」

と
読
ん
で
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
か
ら
も
有
力
な
手
が
か
り
は
得
ら
れ

な
い
。
玉
利
器
の
『
史
記
注
訳
三
』
(
新
華
害
賠
一
九
八
八
年
)
は
、

こ
の
部
分
を
「
秦
主
総
着
柱
子
胞
」
と
訳
し
て
い
る
。
や
は
り
、
柱

の
数
は
明
確
で
は
な
い
。

次
に
「
環
」
の
字
義
か
ら
考
え
て
み
た
。
主
立
っ
た
辞
書
の
解
釈

を
ひ
ろ
っ
て
い
く
と
、
司
王
カ
古
漢
語
辞
典
』
に
は
、
「
玉
器
、
円
形
、

中
心
有
孔
。
引
申
為
円
形
的
東
到
。
如
指
輪
、
茸
輪
、
欝
輪
。
引
申

為
動
…
刻
、
環
続
。
(
玉
器
、
円
形
で
中
心
に
孔
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら

円
形
の
物
を
い
う
。
指
輪
、
耳
輪
、
腕
輪
な
ど
。
動
詞
と
し
て
は
、

ま
わ
り
を
め
ぐ
る
の
意
。
ご
と
あ
り
、
円
形
の
玉
器
か
ら
の
派
生
義

と
し
て
、
環
続
を
説
明
し
て
お
り
興
味
深
い
。
明
漢
諮
問
大
詰
地
(
』
第

四
巻
に
は
、
「
旋
転
(
ぐ
る
ぐ
る
回
る
)
、
間
繰
(
ま
わ
り
を
取
り
囲

む
ご
な
ど
の
意
味
を
載
せ
る
。
『
漢
語
大
字
典
』
第
二
巻
で
は
、
「
環

縫
」
(
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
)
、
「
回
線
」
(
ま
わ
り
を
叡
り
濁
む
)
の
項

に
荊
軒
伝
の
「
秦
王
環
柱
市
走
」
の
部
分
を
引
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
、
荻
生
担
保
司
訳
文
筆
蹄
』
に
は
、
「
環
」
に
つ
い
て
、

「
タ
マ
キ
ト
云
フ
字
ナ
リ
、
ワ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
故
ニ
メ

グ
ル
ト
ヨ
ム
ト
キ
モ
マ
ワ
リ
ヲ
遍
ク
ル
リ
ト
マ
ワ
ル
コ
ト
ニ
用

ユ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
伊
藤
東
擦
の
『
操
蹴
字
訣
』
に
は
、
「
環
ハ

翻
緯
ナ
リ
、
・
・
・
ワ
ニ
ナ
ル
コ
ト
也
。
」
と
あ
る
。
問
書
に
は
、
「
旋

ハ
、
イ
ク
メ
グ
リ
モ
ヒ
タ
モ
ノ
、
キ
リ
キ
リ
ト
メ
グ
ル
コ
ト
也
」
と

の
解
釈
も
晃
え
、
何
潤
も
ぐ
る
ぐ
る
回
る
「
旋
」
と
一
周
す
る
「
環
」

と
を
区
別
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
「
環
」
は
、
ぐ
る
り
と
一
回
り
す
る
、
輪

を
描
い
て
泊
る
と
い
う
様
子
を
示
し
た
字
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ

こ
に
「
旋
回
(
ぐ
る
ぐ
る
回
る
ご
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
か

ど
う
か
は
、
解
釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
全
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
「
環
柱
」
は
、
一
本
の
柱
の
周
期
間
を
丸
く
内
を
か
い
て
ま

わ
る
こ
と
だ
と
見
た
方
、
が
、
よ
り
字
義
に
は
近
い
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
上
述
の
解
釈
の
揺
れ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
何
本
も
の
柱

が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
ぐ
る
り
と
一
巡
り
す
る
と
読
む
こ
と
も
可

能
で
、
こ
こ
か
ら
も
や
は
り
柱
の
数
や
状
況
は
決
め
が
た
い
よ
う
で

あ
る
。今

度
は
、
秦
の
宮
殿
の
構
造
を
克
て
お
き
た
い
。
こ
の
持
、
秦
王

政
は
威
陽
宮
に
い
た
。
は
る
か
替
に
失
わ
れ
た
威
楊
宮
に
つ
い
て
は
、

研
究
、
発
掘
の
途
上
で
、
そ
の
全
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
が
、
一

部
の
建
物
に
つ
い
て
、
図
1
、
図
2
の
よ
う
な
構
造
で
あ
っ
た
と
の

(2} 

報
告
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
図
を
見
る
と
、
多
く
の
円
柱
が
天
井
を
支
え
る
形
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
宮
殿
中
に
円
柱
が
林
立
し
て
い
た
。
一
方
、

二
階
の
図
に
は
大
き
な
柱
が
中
央
に
あ
る
の
も
見
え
、
構
造
上
か
ら

は
、
「
柱
列
」
と
「
一
本
の
柱
」
の
ど
ち
ら
も
状
況
と
し
て
は
あ
り

う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

さ
て
、
上
記
の
考
察
を
ま
と
め
れ
ば
、
こ
こ
は
ご
本
の
柱
」
と

も
「
柱
列
」
と
も
ど
ち
ら
に
も
決
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
結
論

に
な
る
だ
ろ
う
。
逃
げ
る
ス
ピ

i
ド
感
を
読
み
取
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
柱
列
が
望
ま
し
い
し
、
宮
殿
の
造
り
か
ら
し
で
も
居
並
ぶ

柱
を
ぐ
る
り
と
一
間
り
し
な
が
ら
逃
げ
て
い
る
構
図
は
い
か
に
も
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
緊
迫
感
が
あ
る
。
豪
者
な
秦
の
宮
殿
の
様
子
も
街

併
と
さ
れ
、
荊
鞠
伝
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
に
な

る
は
ず
だ
。

だ
が
、
教
室
の
中
で
、
筆
者
は
あ
え
て
「
一
本
の
柱
い
と
読
み
解

い
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
暗
殺
の
場
組
で
、
「
柱
」
は
舞
台
の
小

道
具
と
し
て
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
柱
列
と
し
て
、

複
数
の
柱
に
視
点
が
次
々
と
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
が
当
た
っ
た
が
ご
と
く
、
一
本
の
柱
に
読
者
の
規
線
を
釘
付
け

に
す
る
た
め
に
、
「
柱
」
は
意
図
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。

こ
の
柱
は
、
当
然
宮
中
の
心
臓
部
に
あ
る
柱
で
あ
る
か
ら
、
現
在

の
紫
禁
城
の
玉
産
の
腐
り
に
あ
る
よ
う
念
、
直
径
が
一
メ
ー
ト
ル
を

超
す
ほ
ど
の
巨
大
な
柱
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
一
本
の

柱
の
表
を
ま
わ
り
、
裏
を
ま
わ
り
、
秦
王
は
必
死
で
逃
げ
た
、
荊
軒

は
夢
中
で
そ
れ
を
追
い
か
け
た
、
こ
う
読
み
取
れ
法
し
な
い
だ
ろ
う

ふ

μ
秦
王
の
間
用
意
狼
狽
ぶ
り
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
表
現
す
る
た
め
に
も
、

柱
は
一
本
で
あ
り
た
い
の
で
あ
る
。
あ
の
冷
酷
で
残
忍
な
秦
壬
致
、
が
、

こ
ま
ね
ず
み
の
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
向
、
じ
と
こ
ろ
を
ま
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
秦
王
の
逼
迫
を
描
き
き
っ
た
演
出
は
芯
か
ろ
う
。
様
悪
非

道
な
秦
支
が
小
動
物
の
ご
と
く
、
み
じ
め
に
追
い
立
て
ら
れ
る
滑
稽

な
姿
と
、
一
撃
必
殺
の
じ
首
を
持
っ
て
秦
王
を
こ
こ
ま
で
追
い
つ
め

た
英
雄
煎
軒
の
気
述
、
が
、
あ
ざ
や
か
に
対
比
さ
れ
は
し
な
い
か
。

ま
た
、
間
関
の
も
の
が
全
く
予
を
だ
せ
ず
に
、
こ
の
大
穆
事
を
見

つ
め
て
い
る
様
子
も
際
だ
っ
て
く
る
。
一
本
の
柱
を
荊
軒
と
秦
玉
、
が

円
を
描
い
て
ま
わ
る
c

そ
し
て
一
段
下
が
っ
た
場
所
で
、
家
臣
た
ち

が
一
本
の
柱
を
凝
視
し
て
い
る
。
二
章
一
三
章
一
四
重
の
人
間
の
「
環
」

が
、
暗
殺
者
と
王
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
秦
の
法
律
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
、
部
下
た
ち
は
た
だ
た
だ
棒
立
ち
に
な
っ
て
そ
の
様
子
を
見
守

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
「
衆
人
端
視
」
と
い

(20) 



そ
の
ま
ま
、
端
科
の
暗
殺
は
達
成
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
の

こ
こ
で
、
宮
崎
市
定
氏
の
説
を
援
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

(
傍
線
は

こ
れ
は
語
り
物
を
写
し
た
の
で
あ
っ
て
、
語
り
手
が
身
振
り
を

混
え
て
、
時
に
太
子
丹
に
な
り
、
時
に
田
光
先
生
と
な
り
、
時
に

荊
絢
と
な
っ
て
、
観
客
の
前
で
演
出
し
た
一
言
葉
を
書
取
っ
た
も
の

で
あ
る
。
・
・
・
・
・
身
振
り
の
演
出
を
伴
う
諮
り
物
で
あ
る
か
ら

形
成
逼
迫
し
た
有
様
を
写
す
時
は
必
然
的
に
、
合
い
の
手
が
入

る
0

・
・
・
時
(
卒
)
懐
急
の
一
ニ
字
が
三
度
繰
返
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
正
し
く
相
撲
の
行
一
時
の
、
「
残
っ
た
!
残
っ
た
!
」
に
相
当

す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
な
ら
、
「
が
ん
ば
れ
!
」
で
も
よ
い
。

(
「
身
振
り
と
文
学

i
史
記
成
立
に
つ
い
て
の
一
試
論
」

33密
文
学
報
』
二

O
冊
一
九
六
五
年
)

司
馬
選
は
友
人
に
欝
一
一
仲
野
が
あ
り
、
藩
一
一
仲
野
は
侍
医
の
裏
無
豆

と
親
し
か
っ
た
の
で
、
指
靭
事
件
の
一
部
始
終
を
閉
山
い
て
弓
馬
遷

に
話
し
た
O
i
-
-
と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
ら
司
篤
選
の
書
い
た
荊
鞠
伝

は
悉
く
確
実
な
拠
り
所
が
あ
っ
て
、
総
て
を
実
録
と
信
じ
て
良
い

か
、
と
い
う
段
に
な
る
と
話
は
違
う
。
私
は
や
は
り
全
体
が
一
樹

の
諮
り
桝
1
寸
利
引
新
樹
引
1
制
綱
引
制
制
刻
出
調
出
制
銅
製
問
叫

外
な
ら
ぬ
と
考
え
る
。
:
:
荊
鞠
が
秦
王
を
追
い
か
け
る
段
も
、
い

か
に
も
迫
真
の
よ
う
に
翠
え
て
、
実
は
樹
劇
叫
刻
一
刻
引
に
近
い
。

七
首
の
白
刃
を
背
に
感
じ
な
が
ら
、
長
剣
を
肩
越
し
に
引
き
抜
く

な
ど
は
、
真
剣
勝
負
の
実
況
と
は
思
わ
れ
な
い
。
さ
れ
ば
と
一
一
一
一
口
っ

て
此
等
の
場
面
は
、
演
出
の
見
せ
所
で
あ
る
か
ら
、
総
て
殺
り
去

っ
て
し
ま
っ
て
は
興
行
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
史
記
の
原

文
に
は
、
部
軒
が
秦
王
を
追
い
か
け
る
叙
述
の
中
に
、
時
慢
急
、

卒
偉
急
と
い
う
一
一
一
旬
が
挿
ま
れ
て
い
る
。
私
の
考
え
で
は
こ
れ
は
、

が
ん
ば
れ
!
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
な
合
い
の
手
で
あ
っ
て
、
観
衆
の
方
が

唱
和
し
て
叫
ん
だ
掛
け
声
に
違
い
な
い
と
思
う
。

(
山
石
波
新
世
一
回
明
史
記
を
語
る
』
一
九
七
九
年
)
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宮
崎
氏
は
荊
軒
伝
全
体
が
、
「
垣
間
り
物
」
を
写
し
た
特
徴
に
溝
ち

て
い
る
と
い
い
、
観
衆
の
前
で
、
語
り
手
が
身
振
り
手
振
り
を
用
い

て
こ
の
話
を
誤
じ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。
氏
の
説
に
副
知
れ
ば
、
こ

の
「
秦
王
環
柱
部
走
」
の
部
分
で
も
、
語
り
手
は
秦
王
と
荊
鞠
の
ま

ね
を
し
て
、
ひ
ら
り
ひ
ら
り
身
を
識
し
、
く
る
り
と
そ
の
場
を
円
を

描
い
て
回
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
秦
王
環
柱
部
走
」
は
二
度
書
か
れ

て
い
る
。
あ
い
だ
に
秦
の
法
律
の
説
明
を
差
し
挟
み
な
が
ら
、
語
り



手
は
荊
刺
と
な
り
、
秦
王
と
な
っ
て
向
じ
動
作
を
繰
り
返
し
つ
つ
、

熱
演
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
「
環
」
の
字

義
、
が
「
輸
を
か
い
て
ひ
と
ま
わ
り
す
る
」
と
い
う
点
も
よ
く
理
解
で

き
る
。
一
本
の
柱
を
ま
わ
っ
て
逃
げ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
何
回
川
も

柱
の
周
拐
を
ぐ
る
ぐ
る
隠
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
旋
」

の
字
を
用
い
た
方
、
が
、
状
況
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
適
切
だ
。
だ
が
、

こ
こ
に
「
環
」
と
い
う
字
が
二
度
と
も
用
い
ら
れ
、
「
環
」
が
表
す

字
義
が
「
ひ
と
ま
わ
り
」
と
い
う
の
な
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

一
語
り
手
は
最
初
に
「
①
秦
王
柱
を
環
り
て
走
る
J

で
、
く
る
り

と
二
局
、
そ
し
て
夏
無
且
の
動
き
を
説
明
し
た
後
、
秦
王
が
今
だ
逃

げ
て
い
る
の
を
強
調
す
る
た
め
に
、
「
②
剰
到
対
は
柑
引
瑚
引
力
刻

刻
J

と
、
再
び
く
る
り
と
そ
の
場
を
一
一
周
し
た
の
で
あ
る
。
「
環
い

は
、
ま
さ
に
諮
り
手
の
動
き
、
そ
し
て
そ
の
息
づ
か
い
を
映
す
一
言
葉

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、

柱
の
小
道
具
を
舞
台
に
撞
い
て
、
実
際
に
そ
の
期
間
を
ま
わ
っ
て
演

じ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
場
磁
を
演
劇
と
し
て
と
ら
え

れ
ば
、
観
客
た
ち
も
芝
居
の
一
員
と
し
て
、
時
に
秦
の
部
下
と
し
て

見
立
て
ら
れ
、
時
に
荊
腕
の
応
援
屈
と
し
て
叫
び
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

ぐ
る
り
と
校
を
取
り
巻
い
て
、
こ
の
場
面
に
熱
狂
し
た
こ
と
で
あ
ろ

胴ハノ。

こ
の
後
、
「
剣
を
背
負
っ
た
」
秦
王
は
、
振
り
向
き
ざ
ま
に
刀
を

抜
い
て
、
荊
騎
の
左
般
を
断
つ
。
こ
の
瞬
間
、
「
環
」
の
動
き
は
断

ち
切
ら
れ
る
。
し
か
し
、
荊
輯
は
最
後
の
あ
が
き
と
し
て
持
っ
て
い

た
と
首
を
投
げ
つ
け
た
っ
そ
し
て
そ
れ
は
鍛
の
「
柱
」
に
あ
た
る
。

こ
こ
で
も
「
柱
」
は
重
要
な
小
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
最
後
、
こ
の
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
議
軒
の
笑
い
は
、

以
下
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
「
輔
自
ら
事
の
就
ら
ざ
る
を
知
り
、

柱
に
筒
り
て
笑
ひ
、
箕
躍
し
て
以
て
罵
り
て
臼
く
・
・
・
・
」
立
て

な
く
な
っ
た
荊
鞠
は
両
足
を
投
げ
出
し
て
産
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、

ま
さ
に
「
柱
」
に
も
た
れ
か
か
っ
て
、
い
ま
わ
の
呪
い
を
秦
主
に
投

げ
か
け
た
の
で
あ
っ
た
の

さ
ら
に
、
よ
く
教
科
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
後
漢
の
武
梁
柄
頭
像

石
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
画
像
石
で
あ
る
か
ら
、
石
に
彫
刻
す
る

と
い
う
技
法
上
、
構
図
上
の
制
約
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
本
の

柱
を
は
さ
ん
で
、
左
右
に
秦
王
と
荊
頼
、
が
描
き
わ
け
ら
れ
て
い
る
(
凶

3
)
。
史
実
は
ど
う
だ
つ
た
に
せ
よ
、
ニ
の
場
面
が
諮
ら
れ
る
と
き

に
、
人
々
が
「
一
本
の
柱
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
の

証
左
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
荊
鞠
伝
は
人
気
の
出
し
物
(
演
劇
)
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
あ
ま
た
あ
る
英
雄
談
の
中
か
ら
、
こ
の
場
面
、
が
取

り
〆
上
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た
謡
像
石
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

だ
け
で
も
、
十
分
に
そ
れ
が
伺
え
よ
う
。
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荊
鞠
伝
に
お
い
て
、
の
暗
殺
場
面
は
、
す
べ
て
で
本
の
柱

の
周
り
で
演
じ
ら
れ
た

Q

柱
は
暗
殺
場
面
の
小
道
具
と
し
て
震
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
。
一
本
の
柱
は
暗
殺
の
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
を
劇

的
に
描
き
出
し
、
じ
首
と
共
に
荊
純
の
無
念
を
抱
き
か
か
え
て
、
舞

台
は
幕
を
降
ろ
す
の
で
あ
っ
た
。

五

さ
て
、
上
述
の
解
釈
は
、
そ
も
そ
も
句
史
記
』
を
史
実
と
し
て
読

む
と
い
う
立
場
に
は
全
く
な
い
。
演
劇
と
し
て
、
諮
り
物
と
し
て
の

面
白
さ
、
と
い
う
点
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
右
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
た
い
。
古
代
の
語
り
手
が
演
出
し
て
見
せ
た
そ
の
「
那
輯
伝
」
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
、
筆
者
は
現
代
の
教
室
で
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
み
た
。
教
卓
を
柱
に
見
立
て
て
、
生
徒
…
人
を
秦
玉
、
一
人
を

荊
胸
に
し
て
ぐ
る
り
ぐ
る
り
。
そ
う
す
る
と
秦
玉
、
が
剣
を
背
負
っ
て

抜
き
、
そ
の
剣
が
左
般
に
当
た
る
様
子
、
が
、
舞
台
上
で
演
じ
る
と
実

に
自
然
で
、
よ
く
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
一
本
の
柱
の

周
り
を
回
っ
て
い
る
せ
い
で
、
体
が
柱
に
密
着
し
、
右
肘
が
柱
に
当

た
っ
て
力
も
入
ら
ず
、
左
手
に
あ
る
斜
は
な
か
な
か
抜
け
な
い
。
そ

(5) 

こ
で
、
総
を
背
負
っ
て
右
肩
側
か
ら
抜
く
。
そ
う
す
る
と
振
り
向
き

ざ
ま
、
一
番
先
に
切
っ
先
が
届
く
の
は
荊
鞠
の
左
足
で
あ
る
。
(
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
こ
の
瞬
間
間
は
、
柱
を
時
計
四
り
に
思
っ
て
い
た

と
考
え
る
の
よ
う
で
あ
る
。
)
左
足
を
や
ら
れ
て
、
右
側

に
あ
る
柱
に
も
た
れ
か
か
る
荊
軒
の
動
き
に
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

無
駄
が
な
い
。
真
に
良
く
で
き
た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
ま
さ
に
語
り

手
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
。
大
変
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
だ
が
、
筆
者

な
り
の
脚
本
を
以
下
に
示
そ
う
。

(
語
り
手
)
秦
王
と
荊
鞠
は
柱
を
ま
わ
っ
て
追
い
つ
追
わ
れ
つ
に
な

っ
た
。

(
秦
王
と
部
軒
)
柱
を
割
問

(
組
問
り
手
)
急
な
こ
と
で
、
部
下
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
ば
か
り
。

秦
の
法
律
で
は
、
上
段
の
間
で
は
武
器
、
が
持
て
な
い
。
下
段
に
控
え

る
兵
士
た
ち
は
命
令
が
な
け
れ
ば
上
れ
な
い
。
荊
相
判
は
誰
に
も
邪
魔

さ
れ
や
す
、
夢
中
で
秦
王
を
追
い
か
け
て
い
る
。
さ
し
も
の
秦
王
も
慌

て
ふ
た
め
い
て
ど
う
し
て
よ
い
や
ら
わ
か
ら
な
い
。
剣
を
抜
こ
う
に

も
、
柱
に
あ
ち
こ
ち
が
当
た
っ
て
、
上
手
く
抜
け
な
い
。
そ
の
時
だ
、

侍
医
夏
無
良
、
が
薬
袋
を
投
、
げ
つ
け
た
。
見
れ
ば
、
秦
王
は
ま
だ
柱
を

ま
わ
っ
て
逃
げ
て
い
る
。

(
秦
王
と
荊
軒
)
再
び
柱
を
一
一
向
。

(
荊
鞠
)
薬
袋
に
あ
た
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。

(
家
臣
)
「
王
様
。
剣
を
背
負
い
な
さ
れ
。
」

(
秦
王
)
剣
を
背
負
っ
て
ふ
り
か
ぶ
る
。
剣
は
ぬ
け
、
振
り
向
き
ざ
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ま
荊
剰
を
撃
つ
。
剣
は
一
直
線
に
左
殻
を
切
り
裂
い
た
。

:
:
演
技
者
は
こ
こ
ま
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

i
に
:
:

倒
れ
る
。
:
:
一
転
ス
ロ
!
モ

i
シ
ョ
ン
:
:
。

倒
れ
ざ
ま
、
七
」
震
を
投
げ
つ
け
る
。

(
秦
壬
)
す
ば
や
く
身
を
柱
の
陰
に
隠
す
。

(
語
り
手
)
七
首
は
泰
一
土
に
当
た
ら
ず
。

む
な
し
く
銅
柱
に
じ
首
は
刺
さ
る
。

反
撃
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
荊
料
を
新
り
つ
け
る
。

柱
に
寄
り
か
か
り
笑
い
。
狂
っ
た
よ
う
に
ゲ
ラ
ゲ
ラ
。

表
情
急
変
、
吐
き
出
す
よ
う
に
怒
鳴
る
。

「
俺
が
失
敗
し
た
の
は
、
お
ま
え
を
生
か
し
て
お
い
て
脅

迫
し
、
い
ろ
い
ろ
約
束
を
取
り
付
け
て
、
太
子
丹
の
鼻
を

あ
か
し
た
か
っ
た
か
ら
さ
J

荊
料
に
と
ど
め
を
料
し
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

(
作
刑
判
)

(
秦
王
)

(
荊
料
)

(
秦
兵
)ームm

/¥ 

柱
一
本
の
表
裏
に
秦
壬
を
追
い
つ
め
て
い
な
が
ら
、
暗
殺
失
敗
に

終
わ
っ
た
荊
腕
の
無
念
:
:
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
教
材
を
読
み
終

え
る
と
、
「
本
当
に
あ
と
少
し
だ
っ
た
の
に
。
も
し
煎
鞠
が
暗
殺
に

成
功
し
て
い
た
ら
、
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
J

と
い
う
。

筆
者
は
い
つ
も
、
「
そ
の
感
想
は
、
こ
の
話
の
最
後
に
も
警
か
れ
て

い
る
よ
。
荊
軒
が
も
う
少
し
剣
術
を
学
ん
で
い
た
ら
、
婿
殺
が
達
成

で
き
た
の
に
、
っ
て
悔
し
が
っ
て
感
想
を
述
べ
て
い
る
入
が
い
る

μ
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
感
想
を
載
せ
て
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
が
ら
も
ぜ
司

馬
遷
自
身
が
荊
轄
を
ほ
摘
し
ん
で
い
た
こ
と
が
伝
わ
る
ね
。
君
た
ち
は
、

二
千
年
以
上
替
の
入
た
ち
と
感
覚
を
共
有
で
き
た
ん
だ
よ
J

と
答

え
る
。ま

た
、
「
荊
軒
は
太
子
丹
を
快
く
患
っ
て
い
な
か
っ
た
と
患
い
ま

す
が
、
結
局
暗
殺
に
赴
い
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ぶ
う
か
つ
・
成
功
し
て

も
失
敗
し
て
も
絶
対
殺
さ
れ
る
の
に
・
，
.
」
と
も
開
く
。
筆
者
は

「
出
光
先
生
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
ね
。
務
剰
に
暗
殺
を
決

意
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
首
を
は
ね
た
の
荊
軒
は
そ
の
瞬
間
に
、
自
分

の
命
に
何
百
何
千
の
人
間
の
命
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
し
ら
。
荊
刺
の
無
念
は
何
百
荷
干
の

人
間
の
無
念
と
重
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
J

と
答
え
る
。

生
徒
た
ち
の
患
い
は
、
は
る
か
普
に
諮
り
物
と
し
て
の
荊
軒
伝
に

拍
手
を
送
っ
た
人
た
ち
の
感
想
と
も
重
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
一

つ
の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
、
命
を
燃
や
し
尽
く
す
暗
殺
者
。
こ
と

の
善
悪
は
と
も
か
く
、
そ
の
姿
は
文
句
な
く
賓
く
格
好
良
い
。
人
は

何
の
た
め
に
生
ま
れ
、
伺
の
た
め
に
生
き
る
の
か
:
:
吉
今
突
き
つ

け
ら
れ
て
き
た
伺
い
を
、
読
む
た
び
に
新
た
に
す
る
。
そ
う
思
う
と

と
い
う
こ
と
が
、
何
千
年
も
の
関
の
人
々
の
思
い
の
リ
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レ
ー
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
も
私

た
ち
は
十
日
典
を
読
む
こ
と
を
決
し
て
や
め
で
は
な
ら
な
い
の
だ
。

高
校
の
古
典
の
授
業
の
役
割
は
、
生
徒
を
十
日
典
の
入
り
口
に
連
れ

て
く
る
こ
と
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
確
か
に
漢
文
は
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
、
漢
字
ば
か
り
説
ん
で
い
て
、
頭
の
痛
く
な
る
こ
と
ば
か

り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
読
ん
だ
そ
の
先
に
は
、
イ
メ
ー

ジ
豊
か
な
、
そ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
今

関
試
み
た
解
釈
も
、
生
徒
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
た
め
の
一

つ
の
方
策
で
あ
る
。
た
っ
た
一
つ
の
文
字
に
こ
だ
わ
る
こ
と
だ
け
で

も
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。
古
代
の
語
り
手
た
ち
の

迫
真
の
患
づ
か
い
、
そ
し
て
そ
れ
を
く
み
取
っ
た
湾
局
一
選
、
が
、
一
文

字
一
文
字
に
込
め
た
豊
か
な
イ
メ
!
ジ
を
、
現
代
に
生
き
る
生
徒
た

ち
に
ひ
と
し
ず
く
で
も
多
く
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

授
業
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
「
あ
る
伺
か
」
を
伝
え
た
い
。
も

ち
ろ
ん
、
「
あ
る
何
か
」
を
一
介
の
高
校
教
師
が
諮
問
り
尽
く
せ
る
は

ず
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
あ
る
何
か
」
の
わ
ず
か
な
片
鱗
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
次
の
古
典
の
世
界
に
生
徒
た
ち
を
誘
う
原
動
力
に

な
る
こ
と
を
い
つ
も
願
っ
て
い
る
。

連
(
l
}

に
関
し
て
、
の
テ
キ
ス
ト
開
に
お
け
る
文
字
の
異

動
は
な
い
。
だ
が
、
ニ
の
部
分
、
明
史
記
』
窮
輯
伝
と
明
戦
国
策
立
捕
策
は
、

ほ
ぽ
陣
織
の
文
章
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
司
史
記
』
の
文
章
、
が
そ
の
ま
ま

明
戦
際
策
』
に
引
き
r
与
さ
れ
た
等
々
の
見
方
、
が
さ
れ
て
い
る
。
明
戦
間
関
策
』

で
は
「
環
」
を
「
選
」
仁
作
っ
て
い
る
(
詮
に
字
義
は
同
じ
と
あ
る
)
。

(
2
)
間
愛
「
秦
威
陽
宮
第
一
号
遺
社
復
康
問
題
的
初
歩
探
討
い
(
明
文
物
h

一
九
七
六
年
第
二
期
間
)

(
3
)
こ
の
繰
り
返
し
の
多
さ
も
「
諮
り
物
」
の
特
徴
一
で
あ
る
と
い
う
。
文
字
に

す
る
と
う
る
さ
い
繰
り
返
し
も
、
茸
で
間
関
く
分
に
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
、
と
宮
崎
氏
培
述
べ
て
い
る
令
部
謁
「
身
振
り
と
文
学
」
)
。

(
4
)
一
円
金
石
索
』
に
よ
る
。
大
鯵
館
者
一
回
筋
よ
り
図
版
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
(
精
選
「
宮
山
内
」
)
。

(
5
)
『
史
記
離
題
h

に
は
、
「
負
剣
者
以
剣
襲
不
可
抜
抱
可
負
財
用
力
全
部

易
抜
耳
。
非
長
短
之
謂
会
」
(
剣
を
負
ふ
は
、
剣
嬰
く
し
て
抜
く
べ
か
ら

ざ
る
を
以
つ
て
な
り
。
負
へ
ば
期
ち
力
を
用
ふ
る
こ
と
全
く
し
て
抜
く

こ
と
易
き
め
み
。
一
長
経
の
謂
ひ
に
非
ず
c

)

と
あ
る
。
全
力
で
一
剣
を
引
き

抜
く
た
め
に
剣
を
背
負
っ
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

(
6
)
明
出
入
詑
』
荊
軒
伝
の
結
び
に
魯
匂
践
の
一
一
一
一
口
葉
、
が
採
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

書
き
下
し
文
に
て
示
す
。

魯
勾
践
、
己
に
荊
鞠
の
泰
王
を
刺
さ
ん
と
せ
し
を
問
問
き
、
私
か
に
日

く
、
へ
あ
あ
惜
し
い
か
な
、
彼
が
刺
剣
の
術
を
講
ぜ
ざ
り
し
ゃ
」
と
号

(
静
問
県
立
浜
松
南
高
校
)
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⑫
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え
る
。


